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雨水とは

雨水とは地球上の水循環の中で考えると基本的には蒸留水であり河川水・湖沼水 等と比べると
はるかに不純物が少なく安全な水である。但し 昨今中国における急激な生産体制の拡大により
大気中の汚染物質が多く浮遊し 結果雨水もＰＨ値が低く酸性に偏りがちになってきています。　
（いわゆる酸性雨）又 集水面である屋根などに積層した塵埃による汚れで 汚染する事も多く
飲料水として用いるには抵抗があるが 緊急対策用として各自治体が進めている湖沼水利用（
プランジャーポンプと限外濾過膜で濾過し塩素滅菌処理を行うもの）よりは はるかにきれいな
水資源と言えます。水不足に悩むアフリカ諸国・東南アジア諸国では雨水ですら大切な飲料水で
ある 又 わが国においても離島などの研究施設では雨水を濾過・殺菌し飲料水として利用してある。又　わが国においても離島などの研究施設では雨水を濾過・殺菌し飲料水として利用して
いる。 

村瀬　誠博士（薬学博士　東邦大学、ＮＰＯ法人雨水市民の会事務局長、 
　　　　　　　国際雨水資源化学会理事 ほか）は次のように断言される 　　 

『雨水はきれいな蒸留水』 
　　以下は博士の言葉より引用  以下は博 言葉より引用
建築や設備の担当者から『雨水を長期間貯留すると水が腐るのではないか？』と言う相談がよく
持ちかけられるが　このような疑問は水道水の長期間貯留に伴う『死水問題』からきているので
あろう。 雨水も同様なことが起きるのではないかと言うわけである。水道水で『死水』を問題
にするのは『死水』すなわち貯留槽に生じた『残留塩素の消失した』停滞水が　混入してくる
汚水等や貯留槽内の小動物の死骸・糞尿などの有機物により汚染された結果　水質汚染による
集団食中毒に繫がりかねないからで 水に塩素がないからといって水自体が直ちに衛生上重大な
問題を引き起こすわけではない。東南アジア各国で雨季に屋根から集水した雨水を長期間貯留し
乾季にその水を飲料水として利用しているが 長期間貯留に伴う衛生的な問題がたびたび起きて乾季にその水を飲料水として利用しているが 長期間貯留に伴う衛生的な問題がたびたび起きて
いる訳ではない。
『 有機物の混入さえなくせば菌の異常な増殖はありえないのである。』
そして自身準備された雨水を飲む事も可能です。我々市民の会も クーラーマシンで冷却された
大阪市水道局の３次処理水　『ほんまや』、ミネラルウォーター『＊＊＊の水』、雨水を飲み
比べてみましたが　数十人飲んでもほとんどの人が雨水を当てる事はもちろん　水道水と市販
ミネラルウォーターの違いすら判別できませんでした。（但し 水温が上昇すれば臭いの関係
で雨水を判別する事は可能になります） 







雨水利用の目的

１．渇水対策 
夏季の渇水被害に備えるもので特に先年より渇水被害がたびたび心配される四国３県の各都市、
福岡市などで行われている　（特に渇水被害が多く ため池の設置などを従前より盛んに行って
きた高松市では　平成１３年度末現在で５８施設・貯水容量で ７００㎥程度 の雨水貯留施設
の整備を行って　渇水被害に備えている） 

２．防災対策 
雨水を貯留して初期消火時の消防用水として または水道断水時における飲料水として利用しよ雨水を貯留して初期消火時の消防用水として または水道断水時における飲料水として利用しよ
うとするもので 東京都墨田区の様に防災まちづくりとして地域レベルで取り組んでいる自治体
もある。阪神大震災の折は　地震により水道がダウンし消火栓が使用できない事で火災が広がり
多くの犠牲者を出しました。それだけではなく震災後一番困ったことは　飲料水ではなくトイレ
の洗浄水がない為汚物が多量に蓄積し衛生上の大問題となりました。

３．洪水対策（これは雨水利用とはいえないかもしれませんが） 
いわゆる都市洪水の防止である。近年想像を絶する大雨が短時間に下水道に集中しマンホールの
蓋が１０ も吹き飛ばされたり マンホ ルからあふれ出した下水が地価に流れ込み多数の死者蓋が１０ｍも吹き飛ばされたり  マンホールからあふれ出した下水が地価に流れ込み多数の死者
を出したことは記憶に新しい。不浸透域率が50％を越えたあたりから都市型洪水が起こる様にな
ったが 現在ではそれが82％以上に達してしまい 都市型洪水の起こる危険性が大幅にアップして
いる。　従って　その為には雨水の流出速度をいかに抑制するか すなわち建築デザインも今ま
での『如何に雨水を溜め洪水を起こさない様にするか』へ発想の転換を計らねばならない。
（１次貯留槽、浸透枡などの設置、透水性舗装の施工等。尚大阪市、豊中市、兵庫県などは一定
面積以上の建築物に対して雨水の一時貯留を義務付けている）　 

４ その他の目的４．その他の目的 

環境啓発 
雨水を身近に使用することによって雨水の大切さを啓発することを目的とする事で、京都市では
このような環境啓発の観点から　全小中学校に小型雨水タンク（５００ℓ程度）を設置し植木へ
の潅水、打ち水による気化熱での気温の低下を経験させています。大阪府でもレインボー作戦と
題して府内の町内会、学校、ＰＴＡなどに希望団体を募り同様に打ち水作戦を展開した。この草
の根運動はレインボー作戦終了後も緊縮財政の大阪府を離れ レインボー作戦を実際に担当した
市民団体（関西雨水市民の会）によ て現在もその裾野を着々と広げている市民団体（関西雨水市民の会）によって現在もその裾野を着々と広げている。

地下水涵養 
雨水を地下浸透させ地下水を確保し 湧き水の復活井戸水の復活を図る。副次的には 都市の 
ヒートアイランド現象の緩和、樹木への水分供給が計られ 歩道は勾配がなくても水はけがよく 
なり生活面での利便性が向上する。 

二酸化炭素（ＣＯ²）排出量の削減 
雨水利用によりエネルギーを多く消費する浄水場・下水処理場での処理が少なくなり 地球環境
問題に貢献できます。 

有効利用（節水　上水道水の節約） 
前褐の目的はほとんどが行政単位で行われている雨水利用であるが 民間では樹木への散水、
（トイレの洗浄水）などとして利用し 上水道料金の節約を計る目的で雨水が利用されている。
（浄化された厨房排水や手洗い水 空調機のドレン排水をミックスしてより高度な中水利用も
行われている） 



雨水利用の目的



雨水の流出抑制と雨水利用 
流出抑制とは下水道は雨水 取り扱 違 で分流式と合流式があります 分流式 場合は特に流出抑制とは下水道は雨水の取り扱いの違いで分流式と合流式があります。分流式の場合は特に
問題はありませんが　合流式の場合 処理能力が決まっている為 雨水の多寡により処理ができ
なくなると大変な事態となります。その為合流式を採用している市町村では流出抑制 を余儀なく
され一定の面積以上の建築物に対して一時貯留を義務付けているわけです。 
　このような場合一時貯留するだけで良いのでしょうか？。せっかく溜まった雨水を利用する事
なくそのまま捨ててしまって良いのでしょうか？もちろん目的が流出抑制ですので　その為に
必要な容量の貯留槽を常に確保しておく必要がある為貯留槽を自由に使用する事は出来ません。
雨水利用の為の容量を別に確保する必要がある訳です。少しでも建築コストを下げようとする為
地下ピ トを き 限り小さく ようとす 意識が働き 雨水利用 たどり着きま ん も地下ピットをできる限り小さくしようとする意識が働き 雨水利用にはたどり着きません。もし
雨水利用をすることでで建物自体のランニングコスト削減が図れるなら・・・・と言う事を以下
で述べて参りますが　まず雨水利用を取り巻く問題点を考えて見ます。

雨水利用の問題点 

水道水に比べ生産コストが割高（何年で投下資金が償却出来る？） 
ランニングコストもさる事ながらイニシャルコストが掛かり過ぎである。一般的には雨水利用をラ も 事な イ ャ 掛 過ぎ あ 。 般的 雨水利用
行うにはろ過処理後滅菌処理が行なわれます。また 処理水を使用する為には上水給水配管とは
別に全く同様な配管設備が必要とされます。従って一定の条件を満たす場合を除き掛かった設備
費を償却するには数十年と言う長い期間を必要とします。その為 雨水利用設備は実地段階で取
り止めとされることがほとんどである。

雨水利用が認知されていない 
家庭や事業所だけでなく　ハウスメーカー、建築業者、設備業者などでも雨水利用についての
知識や関心がなく雨水利用の普及の大きな妨げになっています。 知識や関 がなく雨水利用 普及 大きな妨げにな ます。

雨水利用のノウハウが確立していない 
雨水利用にあたり　どのような設備を作ればよいのかと言うノウハウが確立していない為雨水
利用を実践してみようとする人もどうしてよいか判らず相談する相手もいません。 

法的規制 
ビル管理法で不特定多数の人間が使用する可能性がある水栓に給水する場合は ろ過・滅菌を行
わなければならないことが定められています。（散水チューブの場合は不要）わなければならな とが定められて ます。（散水チ ブ 場合は不要）
行政により行われる雨水利用はさておき 一般的に行われる雨水利用を例に取り問題点の詳細を
説明いたします。建築物の企画段階では雨水利用設備として 貯留槽、ろ過装置、滅菌装置、
雑用水槽、設備配管など企画立案されますが 実施段階に至った時点で予算上の問題として第一
にＶＥとして取りやめ られるのがこの雨水利用設備で これは次の理由によります。  
　雨水利用の目的が散水のみの場合特に顕著ですが設備費に比べ上水道料金の削減見込みがあま
りに少なすぎて何年経過してもその設備費を償却できないと言う事実です。従って 官庁物件で
住民に対する行政としてのアピールが目的であれば企画通り実施されますが 民間ではまずその
時点で計画が取りやめとなります。 この散水の場合は前述したビル管理法での制限がありろ過時点で計画が取りやめとなります。 この散水の場合は前述した ル管理法での制限がありろ過
なしでの使用が出来ない事が問題をより困難にしています。 
　次に　トイレ洗浄水など雑用水と散水両方に使用する目的で企画された場合　集水面積、貯留
槽の容量、使用器具の数量などにより結果は大きく変わります。 一般的には集水面積も制限を
受ける為（最上部の屋根がほとんど）年間集水量に限度があります。又　集水面積が広く取れ
たとしても　貯留槽が小さければ　せっかく集水した貴重な雨水を排水溝に直行させてしまう事
になります。 では　どうすればうまく雨水利用できるのでしょうか？ 

有効利用をするために有効利用をするために 
何に使うか？ 
　散水だけではペイラインに乗らない。 
　雑用水（トイレ洗浄水、空調用水、冷却水・・・・・・） 
集水面積と貯留槽容量 
　どちらも大きければ大きいほど良いが バランスが必要 
必要なシステムとイニシャルコスト 
　利用目的により設備が違いイニシャルコストも大きく違う。 



次に　理想的な雨水利用の例を１つ紹介させていただきます。

ある中学校の取り組み 
これは大阪府内のある中学校の例です。 
校舎が　体育館、本館、講堂の３棟で構成され 集水は全ての建屋の屋根で行われ 集水面積は
合計で３，６４７㎡　です。貯留槽は本館の地下ピットが全て利用されており 容積は３００㎥
です。別に消火水槽として６０㎥がありこれも雨水を使用しています。雨水の使途でトイレ洗浄
水がその主なものですが　樹木への散水、グランドへの散水にも一部使用されています。 
（もちろん　不足分は上水で補われます） 
中学校と言う事で 渇水時期が丁度夏休みと重なるという好条件にも恵まれていますが 上水道中学校と言う事で 渇水時期が丁度夏休みと重なるという好条件にも恵まれていますが 上水道
料金は他の学校の約３分の１程度となっています。（添付のデータ参照） 
ここで言わんとすることは(条件） 
１　雨水が代替として利用できること 
２　普通なら大量の上水を使わねばならない施設であること 
３　雨水の集水面が広く多量の雨水を集水出来る事 
４　大容量の貯留槽が準備でき　多量に集水した雨水を捨てることなく貯留できる事 
などの条件が揃う必要があるという事です。 



少ししか使用しない水の為に上水とは別に雨水給水設備を具備するのは愚かな事ですし いくら
大量の水を使うといっても その殆どが飲料水であり 雨水を利用できない（したくない）様な大量の水を使うといっても　その殆どが飲料水であり 雨水を利用できない（したくない）様な
施設では雨水利用設備は不要です。 集水面が小さく 殆ど雨水を集めることが出来ない施設も
雨水利用は出来ません。仮に　集水面が広く多量の雨水を集めることが出来ても貯留槽が大きく
取れなければせっかく集めた雨水は排水溝に直行してしまいます。繰り返しますが　雨水利用を
有効化するにはまず第一に 雑用水を多量に必要とする建物で如何に広い集水面が取れるか？
如何に大きい貯留槽が確保できるか？が問われる所です。その事を考えると極言すれば学校、
工場など多人数の人が生活する建物で 大きな屋根を持ち 利用できる大きな地下ピットがある
建物のみが有効であると言うことになります。とは言え 少しでも雨水を役立てるためにはどう
すればよいのでしょうか？すればよいのでしょうか？ 

一般家庭での雨水利用 
不特定多数の人が使用する場合は滅菌装置などを必要としますが例えば個人邸はどうでしょう。
ただ単に　初期雨水のみを排水した後 貯留槽で貯留するのみでろ過・滅菌する事無く トイレ
洗浄に利用することが出来ます。（但しウォシュレット等の使用は考え物です）また浴槽の排水
と ミックスして利用する事により環境に大きく貢献でき自身としても上水道料金の大幅な削減
が図れます（まさに一石二鳥と言えます） 　
次に 関西雨水市民の会員で雨水を自宅のトイレ洗浄水として使用している某有名ポンプメーカー次に 関西雨水市民の会員で雨水を自宅のトイレ洗浄水として使用している某有名ポンプメーカー
の技術職員（名張市在住）の方の実例を紹介いたします。彼は会社からタンクとホームポンプを
持ち帰り　ボールタップの長さを上水が入りにくいように変え 試行錯誤の上　市販の（ホーム
センターで販売している）継手等を上手に利用し初期雨水を排水する装置を考案されています。
そして　自宅での降雨データ、上水使用データなども公開して 雨水を有効に利用されています
巻末に　その内の一部を添付いたします 

雨水利用の現状と今後

市民活動としての雨水利用 
　　前掲のNPO法人雨水市民の会の下部組織として 関西雨水市民の会、　京都雨水市民の会を 
　　はじめ香川、松山、福岡、沖縄・・・・など全国各地に市民団体があり徐々にその数を増や
　　して いますが　主たる活動は雨水への理解を深め１市民として身近で使って頂き少しでも
　　環境負荷を少なくしようとするものです。　　　　　　　　　　　　　　 

自治体の取り組み（助成金制度など） 
特に渇水対策に悩まされて る自治体や神戸市など震災で水に困 た事 ある自治体を中心　　特に渇水対策に悩まされている自治体や神戸市など震災で水に困った事のある自治体を中心

　　に独自で雨水貯留施設、防災拠点の整備を行っていますが その他雨水貯留装置・雨水浸透
　　設備への助成金などを交付しています。参考に少し古い資料ですが助成制度の一覧を 添付
　　します 

建築物綜合環境性能評価システムとの関連（CASBEE) 
　　CASBEEとはイギリスのBREEAMや米国のLEEDなどを参考に環境効率と言うサスティナビリティ
　　（持続可能性）実現の概念をもとに開発された築物の評価基準で最近では　建大阪府、大阪

市等各自治体でも 評価を企画 設計に取り入れるよう指導が始ま て ます 主眼点　　市等各自治体でもこの評価を企画・設計に取り入れるよう指導が始まっています。主眼点  
　　は『環境品質や性能の向上』『環境負荷の低減』への取り組みです。この中でLR２：資源・
　　マテリアルとして雨水利用の項目が挙げられています。

市販雨水利用装置 
　　簡易雨水利用装置 
　　ポンプメーカー２社から　ホームポンプ付５００ℓ雨水貯留槽（初期雨水分離器付)の簡易
　　ユニット が市販されています（テラル㈱　ＲＵＴ型、川本製作所　川太郎） 

再生水利用との兼合い（中水ｼｽﾃﾑへの移行） 
　　前掲しましたが雨水と処理水（空調のドレン、厨房除外設備排水、手洗い排水）をミックス
　　してより有効活用しようとするもので 大阪では 西梅田の大和ハウス工業大阪本社ビル
　　福島の第５合同庁舎等まだ数は少ないが 増加してきています。（設計者が建物評価を上げ
　　ようとする為　少なくとも雨水利用設備は着実に増加してきています） 




